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神奈川大学における学校ボランティアの取 り組み


























教師の手伝い をした り,子 どもたち と遊んだ
り,落ち着かない子 どもの対応をした り, と慣
れないことを一 日やって,初めはかな り疲れる
ようである｡ しか し,慣れて くると,子 どもの
ようすなどをうれしそうに報告 して くれる｡そ




































































とで,より実践的な力 を獲得で きる機会 とし











































のふ り返 りを通 して,学校 と大学が情報交流を





た活動をふ り返っての記録 としての ｢学校ボラ
































を ｢授業｣ として位置づけた｡授業科 目は,








経験 していることを報告 し合い,学び合 うこと
とした｡そして,その他にも,同じ学校に行っ
ている者などのグループで集まって,情報を共
有 した り,困ったことについて共に考えた りす
る取 り組みをするように呼びかけた｡
全員が集 まって報告 し合 う授業は,① 4月
llEl(オ リエンテーション),(∋5月7日,(令
5月23日, (彰6月25日, (96月27日, ⑥ 7
月16日 (活動先の先生たちの参加 を得ての情
報 交 流 会),(令10月10日,⑧ 11月7日,⑨














































りの場 としての授業 とい う取 り組みを中心に,
2008年度は学校ボランティアの取 り組みをす
すめたが,もう一つ,新たな取 り組みとして,








しなか った｡情報交流 したい とい う ｢仲間意
識｣をつ くり出せていないことが背景にあると
思われるが,相互に関係することなので,小グ
ループのMLをつ くるなど,い ろい ろ工夫 し
ながらいい展開にならないか と,教員の間で検
討 している｡
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